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231Thの捕集と Uの Al板上への自発析出

〈新潟大理〉橋本哲夫O木戸一男・杉山広和・外林武
気中fIにおける絞異性体転移で生成する四Br，82Brの熱イオン反応

(東北大核理研)0.近藤健次郎・八木益男

19BAuの F記長変で生じる 198Hgπ+ のチャージ(濃研)0.伊東芳子・荒谷美智・野崎正
スヘ。フトIV

io 1 A04 Ab initio法による F一一壊変の理論的研究 (4) 'H-5-シトシン，'H-6-シトシンの
05 s一ー壊変と DNAにおける生物化学的効果 (都立大理・理冊 O生田茂・今村量

A 1 A05 Ab i副 0法による卜壊変の理論的研究 (5)TH，N...H-NH" T時 H州 NH，等
凶 の N...H-N水素結合系における s-ー壊変

(都立大理・桐朋学園・理研〉生田 茂O橋本修一・今村自 薦

1 A06 トリチウム標識プロパンおよびト1レエンの P壊変に伴う断片イオン化の研究
〈東北大理)0.奥野健二・吉原賢二・塩川孝信
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11 1 A07 原子炉照射により炭化水素中に生成する 13Nの化学状態

マ ー主として放射線分解反応との関連 f立教大原研)0.泉水義大・戸村健児松浦辰男

ザ1A08 Sb核分裂生成物の化学的挙動
。。
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(京大原研〉西朋太・藤原一郎・今西信嗣O森山裕t

ホットアトム(続)・その他物性

i3 1 A09 水系での "0(p， pn) 150反応による 150，の生成
w (放医研)0.岩田 錬・鈴木和年・井戸達雄

14 1 AIO NH， 水系での "O(p，α)13N反応による 13Nの挙動

一 (放医研)0.鈴木和年・岩田 錬・井戸達雄

lAll 有機岡相〈アミノ酸〉での 12C(p，pn)"C反応による "Cの化学形分布

(放医研・ B.N.L.)0.井戸達雄・鈴木和年・岩田錬・ A.P.Wolf
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トJレエンと反跳トリチウム原子の反応における重水素同位体効果

ーヘキサフノレオロベンゼンの影.響について

〈東大 RI総合セ・相撲中研)0.大橋国雄・森川尚威・斎藤智雄・渡部和郎

14 1 A12 

35 

15 

~ 1 A13 "S反跳原子とエダンとの反応

(北里大衛生)0.新津和裕・小川幸次・斎藤充平・瀧幸

1 A14 核反応で生成するセレンの化学形
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無機リン酸塩のホットアトム化学

-K，HPO" Na，HPO，における反跳三リン駿の "P分子内分布

(九大理)0.藤田昭・中村照正・大橋茂

ピス(ジエチレントリアミン〉コバルト(III)錯体のホットアトム化学

〈名大理)0.佐々 木研一・飯吉伸久・山寺秀雄

1 A17 周相コパ。レトテトラフェニノレポノレフイン錯体の (n，T)反応に伴うりテνション値の

解析について (筑波大化・都立大理〉池田長生C酒井陽一・荘司準

(広島大工・京大原子炉)0.竹味弘勝・木曽義之・玉井忠治・高田実弥・松下録袷

i5 1 A15 

40 

16 
・1A16 
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i6 1 A18 トリスアセチノレアセトナトクロム(III) における 51Crの (y，n)反応に伴う

45 化学的効果 (東北大理)0.菊地毅光・大森鏡・塩川孝信

占1A19 ウラニノレジピパロイノレメタン錯体の昇華性について
45 (金沢大理) 0.下沢秀夫・関根 勉・中村富郎・阪上正信

1 A20 希土類およびアクチノイド戸ジケトン錯体の蒸気圧測定(1)

152Euラベル Eu(dpm)"'''Am (dpm)，の蒸気圧

(金沢大医技短・東北大金材研)0.天野良平・鈴木進

2 



水曜日 〔研究発表は原則として講演15分討論5分〕

B 会場
地球宇宙化学・測定

言 1B01 原爆被ばく試料中の Eu-152放射能 (金沢大理)0小村和久中西孝森本朋子・阪上正信 Z 
期

?1B02 叩 aを中心とした宇宙線生成核種の生成率の測定(早大理工研)0長谷部信行・高野聡木本俊史菊池順・道家忠義 E
10 号

ゐ1B03 地下における宇宙線 y 中間子生成田Mn(東大原子核研・冶教大理・東大物性研)0今村峯堆・西泉邦彦・本田雅健 肺

ヨ召

io 1 B04 いん石・月・地球試料における“奇妙"な宇宙線生成 Xe (金沢大連〉坂本浩

015 1 B05 陽子照射したアノレミニウム中のマグネシウム安定同位体の生成断面積保大物性研)0仁藤修本田雅徳

11 

1 B06 91Nbの半減期測定 (東大物性研)0牧野友子・本回雅鐘
05 

百 1 B07 211Atおよび娘核 2肘Biの半減期測定(都立大理)0矢野倉実・中原弘道(新潟大・理)・宮野和政

マ1B08 T線スベクト岬祈法の比較と評価 (京大原子炉〉玉井忠治松下録治高田実弥・林茂樹・小山陸夫
12 1 B09α 線スベクトJレ解析プログラム ALPS(原研)馬場宏
10 

測定・トラック・化学分離

i3 1 BlO一点測定法を用いる PAC技術の生体試料測定品
ーへの応用 嗣
I (東北大理〕葉有財・鍛治東海O吉原賢二.Jli:川孝信 R 
14 
1 B11 K.α/K，強度比の化学状態による影響ーCrお言語
30 

よび Mn化合物について 却

〔宮城教大東北大理)0玉木洋一・大森鋭・塩川孝信一

1 B12 α反跳原子トラックと粒子トラック検出材など

からの放射性希ガスの散逸
(新潟大理)0橋本哲夫・木戸一男・外林武

i4 1 B 13α トラック法による空気中放射能の測定法に関・
隔

35 する基礎的研究 期

占 〈都立大理)0工藤久昭秋敷仁・中原弘道村上悠紀雄諒
1 B14 セノレロースナイトレートに入射した核分裂片とサ
35 

アノレフア線のトラックが観測される深さの測定 5 
(金沢大理)0中西 孝・横井清美

1 B15 セノレロースナイトレート TrackDetectorによ

る核反応放射粒子の検出

京大原子炉)0林茂樹・岩田志郎

i5 1 B 16 "Krの吸着と分離(理研)0荒谷美智・野崎正.

40 1 B17 二酸化マンガンまたはシリカゲノレを用いるNp-畑

占 m からの Pa却の簡易迅速分離 卦

(東北大工〉井上泰・栃山修O浜島幸子 3
40 
~ 1 B18 ミクロ高速陽イオン交換クロマトグラフィーに ι

よる希土類元素の迅速分離 村

(名大工〕石井タ道・広瀬昭夫O岩崎元継
i6 1 B 19 Cf-252線源の調製 ・

〈京大物性研〉永井尚生O吉田邦夫・本田雅鐘堕

?I  B鈎 叫 aとその壊変系列核種の分離とその T線ス f
17 ベクトノレ f東北大金材研)0三頭聡明・山名元・鈴木進z
45 1 B21 HDEHP を用いた 228Ac のミノレキング法とそ~

の放射化学的純度の検討 豆

(東北大金材研〉鈴木進・三頭聡明 .0山名元
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C 会場

放射化分析・化学分離

i31 C01 放射化分析における誤差(1) KUR照射設備 2 
30 および照射ラピット内における中性子ブラックス 蜘

占 (京大原子炉〕松下劇的小山陸夫 主
ゐ1C02 放射化分析における誤差(2) KUR照射設備 喜

における熱および熱外中性子フラックスの再評価 主

(京大原子炉)0小山陸夫・松下録治

1 C03 複数コンパレータ一法による放射化分析

(京大原子炉)松下録治O小山陸夫

i4 1.C04 粉末試料の非破壊放射化分析における接着剤の 2 
35 利用 〈名工試〉河島達郎知

占1C05 高純度材料中の超微量成分の放射化分析(9) 雫

一 光フアイペ NBS標準試料中の不純物の定量 暴

~ (電々 公社茨城研)0小林健二・工藤 i?lJ.重松俊男・藤永清久間

1 C06 高純度材料中の超微量成分の放射化分析(10)

シリコン，生物標準試料の多元素同時定量

(電々 公社茨城研)0藤永清久・工藤例・小林健二重松俊男

1 C07 高純度材料中の超微量成分の放射化分析(11)

二，三の試薬によるクロムの不足当量法の検討

(電々 公社茨妓研)0重松俊男・工藤訊J.小林健二・藤永清久

i6 1 C08 鉛のチオナリド錯体としての溶媒抽出と光量子 Z 
00 放射化分析への適用 (東北大理・東北大教養)凧

凸 鈴木信男O対馬幸一・加藤豊明十

五1C 09 Mono(2-e州 h問 rl)phospho巾 acidによる長
ネオジム(III)の抽出と di(2-ethylhexyl)phos. ):r 

phoric acidの協同効果〈原研)0館盛勝一・中村治人

1 C10 高純度ケイ素の表面酸素の放射化分析

(理研〉野崎正C岩本正子

1 C 11 Van de Graff照弱すによる Al金属中のLi， Bの

同時定量法の検討(東大原子被研・原研東海・台湾清華大)

O柴田誠一・田中重男・梅沢弘一・鈴木敏夫・羅 俊光・葉錫溶

3 



第 2 日 (10月6日)

A 会場

メスバウア-

9' 2AOl 7/レカリ塩化物結晶の欠陥構造とメスバウアースベクトノレ Z 
〈九大理〕高島良主O甲斐徳久・西田哲朗 E 。。

占2A02 鉄(I吟リン酸塩ガラスおよび鉄(I町ホウ酸塩ガラスの T線照射効果 苛

倣理愛媛大口高島良正O西田棚中山祐輔 2
5草

20 
- 2 A03 メスパウア一分光法による溶液および凍結溶液中の反応の研究(2)

鉄キレート錯体の分散状態および光化学反応

(東大理)0佐藤春雄・富永健

10 2 A04 トリス(オキシナト)コパノレト(I町錯体の発光メスパウアースベクトJレ Z 
(都立大理)0原田雅幸・田中秀男・遠藤和豊・佐野博敏嗣

鴻

'I': 
古銭中のスズのメスパウアースベクトル 淋

(東大理・国立文化財研)0富永健・竹田満洲雄・岸本和枝・馬淵久夫噌
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2 A06 SnCl2付加化合物における 119Snのメスパウア一発光スベクトノレ

(広島大理〉市教純雄O山田雅明・禰宜田久男

2 A07 町Fe内部転換電子散乱メスパウアースペクト Jレにおける散乱電子の

エネ 1レギーおよび.入射T線の角度依存性

(都立大理)0渋谷守・遠藤和豊・佐野博敏

特別講演 A会場大ホール

(15 : 10~16 ・ 10)

1. 'Applicatlon of the Excitation of Nucler Isomers in Activation Analysis 

and Measurement of Hight Activity Sources 

( Insti.tute of Isotopes of the Hungarian Academy Sciences ) 

A.Veres 

(座長)塩川孝信
(16 : 15~17 : 15) 

2.環境放射能研究の25年

(地球化学研究協会) 一宅泰雄

(座長〉木羽敏泰

4 



木曜日 〔研究発表は原則として講演15分討論5分〕

B 壬言埼き

環境放射能

官 2BOl 環境試料中の放射性セシウム・ストロンチウム品

ω の分析法 (日本分析セ) 0野中信博・特献郎知
10 ・福島浩人・木村敏正・樋口英雄・浜口 博三

ふ2B02 クラウンエーテ材用いる牛乳中田，附の放 Z
乙 射化学分析(日本分析セ・公衆衛生院・立教大原研・理研) 1 

0木村敏正・岩島情・石森達二郎・浜田達二

2 B03 環境試料中の 95Zr，"Nbの分離定量法

(動燃東海)0大和愛司・宮河直人・平山昭生

印刷大容量水試料中のガンマ線放出核種の測定 品

ゐ (都立 RI研)0鈴木隆司・堀口泰裕 蜘

42B05 環境中lこ存在する放射性核種の定量(5) さ
松葉中の放射性核種濃度の1時間制1 3 

05 
(名大理〉古JII路明 渦

2 B06 伊豆大島の溶岩およひ'土壌中の】"Cs
(青山学暁大理工・明治大工・東大地震研)0木村幹
・佐藤純・佐藤和郎・平尾良光・佐羽内真利子・斎藤裕子

立 2B07 各種海藻中のT線放出核種の比較 品
占 〈九大理・愛媛大・九電総研)0高島良正・百島則幸尉
1 ・中山祐輔・堤昭二・山下博・中島弘之骨
12 
.-2 B08 海水中における6OCOの化学種 之

包 (放医研)0平野茂樹・小柳卓 空
2 B09 海水中における放射性核穫と溶存宥機物質との同

相互作用ーコバルトとグリシンとの相互作用のP
紙電気泳動法による研究

(近畿大理工)0本田嘉秀・木村雄一郎

環境放射能(続)

i3 2 BI0 花こう岩風化土壌におけるウラン系列核種およ Z
びアクチニウム系列核種の放射能非平衡について悶

10 
(阪放研〉恵和子 ν

142 B 11 目OPb法によるたい積速度の測定 員

00 (阪放研〉恵和子治

2 B12 インド洋東部表面海水のプノレトニウム・セシウ相

ムー137含有量 (気象研・地球化学研〉

猿橋勝子O杉村行勇・金津照子・三宅泰雄

i4 2 B13 低パックグラウンド液体シンチレーションカウ Jt
05 ンターによるラドンの測定法 漏
¥ (jL大野高島良正O百島則幸・有定裕雅 博

15 ..~..白
• 2 B14 土中放射能のオーァ。ンパイ 71レ液体シンチレ

Q:! ーションカウンターによる測定法 ず
〔都立大理)0姻内公子・材上悠紀雄 下

2 B15 ラドン液体シンチ測定法の 226Raルーチン分析

への応用 (日本分析セ)0上杉正樹・佐藤兼章・野口正安

ー

C 会場

放射化分析(続〕

写2C01 中性子放射化分析法およびけゆX線分析法に2
- よる Hydroxyapatiteの Ca/P分子比の比較測定剛
γ (京大康子炉〉岩田志郎O水本良彦・笹島和久 H

10 2 C02 岩石中の微量元素の放射化分析法(1) 議

切 Au， Ag， Reお与び白金属元素 当

(青山学院大理工)0綾部統失・平尾良光・木村幹

2 C03 須恵器の放射化分析(5) 地域の特性0)
(奈良教大・京大原子炉・石川県郷土資料館〉
O三辻利一・園尾好宏・小山陸夫・吉岡康暢

io 2 C04 放射化分析による琵琶湖水圏環境L 生物につ.
- いて 〈滋賀大教育・公害研・京大原子炉〉 漏
c OJJf嶋宗継・堀太郎・高松武次郎・松下録治・小山陸夫ー
千2C05 放射化分析による琵琶湖水圏環境2. 水，懸濁2
05 物質について 〈公害研・滋賀大教育・京大原子炉〕 忌
~ 0高松武次郎・川嶋宗継・堀太郎・松下録治・小山陸失語
2 C06 放射化分析による琵琶湖水圏環境3.湖底表面，

200メーター， 1000メーターコアーの分析とたい

積環境 (京大原子炉・公害研・滋賀大教育〉

0小山陸夫・松ヤ録治・高松武次郎・ )11向島宗継

百2C07 純水中の臭素の中性子放射化分析 JE 
占 〈日本分析セ・立教大原研〉 漏
c 0樋口英雄・野中信博・福嶋浩人戸村健児浜口 博

111 
1.2 2 C08 活性炭を利用した水試料の放射化分析 梓

!9 (都立 RI研)0永塚澄子・谷崎良之主

2 C09 放射化分析法による温泉中の希土類元素の定量|

(筑波大〉池田長生O高橋成人

放射化分析(続〕

i3 2 CI0 人血清中微量元素の放射化分析 Z 
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10月5日 (12: 15~13 : 25) 

於会場和室広間 (2F) 

女放射化学研究連絡委員会

10月6日 (18:00より)

於 松崎旅館大広間

.d. 
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-ホットアトムク、、ループの会

-放射化分析グループの会




